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『効果的な企業会計
システムの研究』
（中央経済社刊／本体4，400円＋税）

経済・金融・経営評論家，作家
日本CFO協会最高顧問

前金融監督庁（現金融庁）顧問
金児　昭

　昆　政彦著

私は，ふだんから「真の会計は，世界企業

経営の実務の中にある」と考えている。また，

経営実行に効果的な経理・財務の仕組は，実

務家にとっても永遠のテーマであるとも考え

ている。本書は，書名から受ける堅苦しいイ

メージとは違い実務的な内容になっていて，

世界企業の中で行われている経理・財務の実

際を具体的な事例を通じて実務家の立場から

書かれている。

本書の第一の特徴は，企業会計システムを

測定手法だけではなく，企業理念，企業文化，

人材育成の視点も加えて述べていることであ

る。通常研究者は，研究分野を狭く絞り込み

がちで，理論的には正しくても実務的には生

かせない場合が多いが，経営現場の場合には，

企業組織の再構築や経理・財務の人材育成が

効果的な経理・財務の組織をつくる上で重要

だ。これを本書では，経理・財務以外の部門

や，経営者から一般職の従業員までの幅広い

人たちが理解することができるように述べら

れている。

第二の特徴は，日米の主要企業を実例とし

て挙げ，その現実的な内容を取り込んで分析

していることだ。GEは，20世紀の後半に一

世を風靡した米国発の世界企業だが，内部で

勤務した人でしか感じ取れない内容も含まれ

ていて私には大変勉強になった。また，日本

企業としてパナソニックを取り上げることに

より，GEとの日米企業の類似及び相違点も

感じ取れる内容になっている。GE・パナソ

ニックともに経理・財務部門への徹底した教

育制度を持っていることは，大変興味深い。

３Mでは，イノベーションと経理・財務機能

の関係が分かりやすく書いてあり，技術を中

心とした経営を行っている日本企業に参考と

なる点が多く紹介されている。

第三の特徴は，論文研究を主体としてまと

めていることである。問題を確認し，ケース

で検証してから提言的にまとめている。問題

提起では，現実にCFOや経理・財務部門の

責任者が悩んでいることをあらゆる角度から

検討しているので，共感する点がとても沢山

ある。そして，３社のケースを通じて論考し

た効果的な企業会計システムを「有機的な結

合モデルによる企業会計システム」として紹

介している。言葉の使い方がほんの少し硬い

ので，初めは難かしい印象を持つが，一読す

ると内容的にはなるほどと感心する形で，ま

とまっている。

企業文化，人事制度，人材育成を中心にまと

める会計の指南書は新しい試みで，CFO，経

理・財務責任者，会計士はもちろんだが，社長，

人事部門，事業責任者にも是非お勧めしたい

体験知識（empirical knowledge）の一冊である。 


